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成 人 肺 二現 ハ ルル・圓形 浸 潤 ノ成 立 二

就 テ ノ「レ ン トゲ ン」學 的観 察

杏雲堂分院(季塚市海岸)

(院長 留學博士 佐々木隆興)

騨 博士 永 野 重 業

讐學士 松 岡 直 義

1・ 緒 言

最近 ノ臨 林結 核 病 學 ハ成 人 肺 結 核 ノ病 竈 形 態 二

就 テ、粟 粒 性 撒 布 病竈 ト限 局性 浸 潤 性 病 竈 ノニ

型 二嘔 別 シテ ヰル。「レ ントゲ ン」學 的 ニハ前 者 ハ

略 ≧同形 同大 ノ多数 ノ穎 粒 状 小斑 貼 ガ恰 モ粟 粒

撒 布 テ彷 彿 セ シムル明犬態 二於 テ肺 ノ廣 汎 ナル範

園 二亙 ツ テ存 在 ス ル ノテ定型 ト シ其 他 二穎 粒 撒

布 ノ範 園虹 二密度 二於 テ種 々 ナル程 度 ノモ ノテ

包括 シ テヰルレガ、之 ガ血行 性 成 立 ナ ル コ トハ今 日

大 罷 異論 ノ無 イ所 デ アル。 之 二反 シテ後 者 ハ肺

ノー 部 二限 局 ス ルー様 卒 等 ノ圓形 陰 影 トシ テ現

・・ル ・モ ノ デ、 就 中Assmann氏 鎖 骨 下 圓形 浸

潤 、若 シ クハRedecker氏 早 期 浸 潤 ハ其 代 表 的

ノモ ノデ アル、 然 シ其 成 因 二就 テハ今 日猶 ホ多

大 ノ議 論 ノ絵 地 ラ残 シテ ヰ ル、 蓋 シ此 如 キ 圓形

浸 潤 ガ、成人 肺結 核 ノ初 登 病 竈 トシテAssmann

Redecker等 二依 テ初 メテ學 界 二紹 介 セラ レタル當

時 二於 テハ、 殆 ン ド無 條 件 二之 ガ外 因 性 氣 管 枝

性 成立 ト考 ヘ ラ レテ ヰ タガ、近 來、肺 二於 ケル早

期 浸潤 ノ所 有 者 ハ、 同時 二亦 他 ノ臓 器 ノ血 行 性

結核 テ有 スル場 合 ノ少 カ ラヌ コ ト拉 二肺 ノ粟粒

性 撒 布病 型 二厘 ≧圓形 浸 潤 ノ共 存 、 若 シ クハ績

登 スル コ トガ 「レ ン トグ ン」學 的 ニ モ、 病 理 解 剖

學 的 ニモ立 讃 セ ラ レテ、 圓形 浸 潤 ノ氣 管 枝 性 成

立 二封 スル疑 惑 ハ漸 次 濃 厚 トナ リ、更 二又 、人 工

氣 胸 療 法 二於 テ完 全 氣 胸 ガ行 ハ レテ氣 管 枝播 種

ノ可 能 性 ガ殆 ン ド否 定 シ得 ラル ・患 者 ノ反封 側

肺 二新 二圓形 浸 潤 ガ登 生 シ、 或 ハ又 、 撒 個 ノ早

期 浸 潤 ガ同時 二登 生 シタ ト見 ラル ・症 例 ノ 登

表 セ ラル ・二及 ンデRedeckerノ 所 謂 、娘 浸 潤

(Tochterin創trat)ノ 氣 管 枝 性 成 立 モ亦 頗 ル 疑

問覗 セ ラル ・二至 リ、 今 日 二於 テハ 少 ク トモ圓

形 浸 潤 ノー部 二血 行 性 成 立 ラ承認 スル ゴ トノ・殆

ン ド動 カ スベ カ ラザ ル形 勢 デ アルレ、然 ラバ若 シ、

圓形 浸 潤 ガ氣 管 枝 性 ニ モ成 立 シ、 又 血行 性成 立

モ可能 デ アル トスル時 二、 此 雨者 ノ間 二何 等 力

「レン トゲ ン」學 的 二識 別 シ得 ベ キ差 異 ガ存 在 ス

ル ヤ否 ヤハ 當然 起 ル ベ キ問 題 デ有 リ、 此 鮎 二就

テBr5uningundRedeckerハ 成人 肺 結核 ノ初

登 病 竈 タル 早期 浸 潤!・其 「レ ン トゲ ン」像 ガ、 一

様 李等 ノ圓形 テ呈 シ、 之 二反 シテ血 行 性 二成 立

セル 浸潤 ハ其 形 歌 、不 規 則 或 ハ雲 状 デ、其 中 二

多 少 ノ小 斑 貼 テ 藏 スル コ ト テ 特 徴 トス ルレト云

フ、然 シFleischnerハ 反封 二雲歌 浸潤 テ以 テ

恐 ラ ク氣 管 枝 性成 立 トナ シ、 圓 形 浸潤 ラ却 テ血

行 性 成立 ト推 測 シテ ヰル、 果 シテ何 レガ眞 ナル

カ、或 ハ雨 者 共 二眞 ナ ル カ、或 ハ雨 者 共 二誤 レ

ル カ、 問題 ハ恐 ラ ク此 範 園 内 二於 テ解 決 セ ラル

ベ キ筈 デ有 ツテ此 貼 二就 テ最 近Lydtinノ ・「レ ン

トゲ ン フィル ム」 二 現 ノ・ル ・浸 潤 像 ガ圓形 ナル

ト雲 歌 乃 至不 規 則形 ナ ル ト ノ相 違 ハ其 成 立 ガ氣

管 枝 性 又 ハ血 行性 ト云 フ如 キ、 成 立 経路 ノ柑 違

デノ・無 ク シテ、 恐 ラ ク全 身 反 慮歌 態 ノ差異 二蹄
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因スベキデアル ト云 フ、要スルニ早期浸潤乃至

圓形浸潤 ノ成立経路拉二之ガ血行性結核 トノ關

係二就テハ今 日猫ホ未定 ノ問題 ガ甚ダ多 久 偶

々吾人 ガ雑然胸裡二藏 スル日常 ノ経験ハLyd一

tinノ 此 見 解 二封 シテ共 鳴 テ感 ズ ル モ・ノガ少 ク

ナ ィ、 之 レ余 等 ガ今 同 杏 雲 堂分 院 二於 ケル、胸

部 「レ ン トゲ ン」爲 眞 テ材 料 トシ テ、 圓形 浸潤 ノ

成 立 二就 テ耳卯力観 察 テ試 ミタ所 以 デ アル。

II・ 統 計

余 等 ハ杏 雲 堂 分 院 二於 テ診 療 セ ル肺結 核 患 者 、

4950人 ノ胸 部 「レン トゲ ン」爲 眞 テ検 シ、其 中 ヨ

リ圓 形 浸 潤 テ有 ス ル モ ノ146例 テ得 タ、 但 シ余

等 ノ選 澤 方 針 二於 テ ノ・Redeckerノ 意 味 二於 ケ

ル 早 期 浸 潤 ト後 躍進 性 浸潤(Nachschubinfilt-

rat)拉 二浸 潤 形 成(In創trierung)ト ノ嘔 易llハ全

ク度 外 親 シタ。

以 上 ノ條 件 ノ下 二検 出 シ タル146例 テ肺 ノ封犬況

二從 テ余等 ハ4種 二分 類 シ タ、即 チ1)早 期 浸潤

ノ病 型 テ呈 スル モ ノ、2)血 行型 肺 結 核 二圓型 浸

潤 ノ共 存 或 ハ之 二緬 登 セ ル モ ノ、3)1黒 性 肋膜 炎

二圓 形 浸 潤 ノ績 登 セル モ ノ、4)種 々 ナ ル病型 ノ

第1

孤立性肺結核二圓形浸潤 ノ合併或 ・・績褒 デア

ル、次 二又是等4種 テ全部合併 シ其中ヨリ更 二

各肺野二於 ケル圓形浸潤 ノ分布、拉 二大小二就

テ統計ヲ試 ミ久 但 シ肺野 ノ旺劃 バー般的約束

二從テ左右共、肺尖 ヨリ第二前肋骨陰影 ノ下縁

迄テ肺上野 トシ、第二、第三、第四肋間 テ中野

トシ、其以下 テ下野 トシタ、叉浸潤 ノ大小テ現ハ

スニ當テハ小指頭大乃至掴指頭大迄ラ小 トシ、

通常柵指頭大、杏實大、胡桃大等 ノ語 ラ以テ表

現 セラル ・大 サラ中等大 トシ、鶏卵大及 ビ其以

上テ大形 トシタ.

表

圓 形 寝 潤 所 在 蛇 二 浸 潤 数
肺 ノ 所 見

例数蛇百分比

早 期 浸i潤41(28.1%)

血 行型肺結核93(63.7%)

肋 膜 炎4(2.7%)

孤立性肺結核8(5.5%)

総
尋言
口

上

右 左

野

13

38

1

1

房

21

28

0

1

50

計

34

66

了

0
召

103

中 野

司 左 計
ヱ

32

羽

6

一19

羽

34

4431

13

一
51

[
4

7

π

下 野

右國 計
4

 

3

[
りe

闘
0

0
τ

1

4T
0

一
〇

一
5

τ
0

τ

浸潤総計蛇二
百分比

51(27.070)

121(65.6%)

5(2.6%)

9(4.8%)

189

カ クテ得 タル統 計 ノ結 果 ハ第1表 二示 ス如 ク早

期 浸 潤41例(28.1%)血 行 型 肺 結 核 二圓 形 浸 潤

ノ合 併 、若 シ クノ・績 獲 セ ル モ ノ 合 計93例(63.7

%)1熱 性 肋膜 炎 二績 畿 セ ル モ ノ4例(2.7%)孤 立

性 肺 結 核 二共 存 若 シクノ・績 褒 セル モ ハ8例(・5.5

%)デ アル。

次 二圓形 浸 潤 ノ各 肺 野 二於 ケル 分布 二就 テノ・是

亦 第1表 二示 ス如 ク、右 肺 上野53左 肺 上 野50、

合 計103、 中野 ハ右44、 左31、 合 計75、 下野 ノ・右

6、 左5、 合 計11、 帥 チ雨 肺 テ通 ジテ其 鍬 上野 二

於 テ最 モ多 ク、 中野 之 二次 ギ、 下 野 ハ更 二著 シ

ク少 ナ イ、蓋 シ早 期 浸潤 ガ肺 上野 二最 モ多 久

次 デ 中野 、 下 野 ト肺 ノ底 部 二向 フ ニ從 テ褒 生頻

度 ノ減 少 ス ル コ トハ既 二多数 臨 抹 家 ノ齊 シク経

験 ス ル所 デ有 ル ガ、 一般 圓形 浸 潤 ノ好爽 部 位 ガ

亦 肺 上 野 二存 ス ル コ トモ余等 ノ今 同 ノ統 計 二依

テ明 白 デ ア ル。

次 二圓 形 浸 潤 ノ大 小 ト之 ガ各 肺 野 二於 テハ分 布

二就 テ ・・第2表 二示 ス如 ク 小 形 浸 潤 ハ上 野34、

中野IS、 下 野2、 合 計54、 中 等 大 ノモ ノハ 上野

60、 中野34、 下 野6、 合 計109、 大 形 浸潤 ハ上

野9、 中 野IL下 野3、 合 計26デ ァル、 由 是観
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第 二 表

(浸潤 ノ大小 ト各肺野 二於 ケルレ分布 ノ關係)

關 ノ雛 小i中1大 冷 計

上 野34609103

中 野18431475

下 野26311

合 言卜5410926189

之、 小 形 及 ビ中等 大 浸 潤 二就 テ ハ、「肺 上層 二多

ク シテ底 部 二向 フ ニ從 テ減 少 ス ル ト云 フ早 期 浸

潤 登 生 部 位 二關 スルー 般 的 通 則 二適 合 シテ ヰル

コ トテ認 ムル ニ過 ギ ナ ィ、 又 、其 絶封 撒 二於 テ

中等 大 ノモ ノガ遙 カ ニ優勢 テ示 シテ ヰル コ トモ

是亦 早 期 浸 潤 ノ大 サ ガ櫻桃 大 乃 至 杏實 大 テ通常

トスル ト云 フ先 輩 諸 家 ノ記載 テ撒 字 テ以 テ謹 明

シタル ニ過 ギ ナ ィ ガ之 二反 シテ大 形 浸 潤 ガ肺 上

野 二少 ク シテ却 テ中 野 二多 イ コ トハ注 目 二値 ス

ル ト思 フ、此 事 實 ガ果 シテAschoff{Pノ 「再 感竈

ガ新 鮮 ナ ル状 態 一 於 テ ハ・皆 早 期 浸 潤 ノ像 ヲ呈

シ、 其大 サ バ肺 ノ 底部 二進 ム ニ從 テ 檜 加 スル」

ト云 フ病 理 解 剖 學 的観 察 卜何 等 カ ノ關 係 テ有 ス

ル ヤ否 ヤ ハ弦 二論 ズ ベ キ限 デハ無 イガ、 然 シ再

感 竈 ト早 期 浸 潤 ト ノ關 係 二就 テ ハ病 理 解 剖學 ノ

方 面 ニハLoeschcke(2)ノ 大 粒 播 種 読 ガ ア ル、同氏

ニ ヨ レバ鎖 骨 下 圓形 浸 潤 ハ肺 尖 二於 ケ ルPuh1

氏癒 痕 ヨ リ生 ズ ル氣 管枝 播 種 竈 ガー 定 ノ大 サ ニ

達 シタル モ ハニ過 ギ ナ ィ、而 シ テ氣 管 枝 播 種 竈

ノ大 小 ハ・播 種 頼 粒 ノ大 小 二比例 シ、 播 種 穎 粒 ノ

大 小 ・・亦 播 種 通 路 タル氣 管 枝 内径 ノ大 小 一比例

シ、氣 管 枝 内脛 ノ大 サバ・肺 尖 ヨ リ底 部 二向 フニ

從 テ増 加 スル、 夫 故 二再 感竈 ガ漸 次 下 方 二移 行

シテ之 ガ鎖 骨 下 二現 ハ ル ・時 二Redeckerノ 所

謂 、早 期 浸 潤 ノ像 テ呈 スル コ トノ・想 像 スル ニ難

カ ラズ トナ シ、又Aschoffモ 前 記 ノ論 文 二於 テ

「若 シ高 度 ノ肺 尖 肋膜 肥 厚 ノ爲 メ ニ再 感 竈 ガ、ヨ

リ下方 二 占居 スベ ク鹸 儀 ナ ク セ ラル レバ其所 二

生 ズ ル病竈 ハ ヨ リ上方 二生 ズル モ ノ ヨ リ大 ナル

コ トハ當 然 デ、 之 ガ早 期 浸 潤 成 立 ノ詮 明 ニ モナ

リ得 ル コ ト・云 ツ テヰ ル。今 、再 感竈 ト早 期 浸 潤

トノ異 同 論 ハ別 ト シテ、 兎 二角 、齊 シク焦 鮎 周

園 炎性 浸潤 テ有 シ、 其 形 態 モ略 支同様 ノ結 核 性

症 竈 ガ共 二肺 ノ底部 二進 ムニ從 テ其 大 サ ラ檜 ス

ト云 フ事 實 ノ存 在 スル コ トハ余 等 ノ大 二興 味 テ

感 ズ ル所 デ アル。

皿【・ 圓形浸潤 ル成立経路

1.早 期 浸 潤

「レ ン トゲ ン」窮 眞 二於 テ圓形 浸潤 以外 ノ病 攣 テ

肺 二認 メザ ル モ ノラ弦 ニー括 シテ假 二早 期 浸 潤

ナル名構 ノ下 二分 類 シタ ノデ有 ツ テ、 從 テ之 ガ

果 シテRedeckerノ 意 味 二於 ケル早 期 浸 潤 ト同

一 ナル ヤ否 ヤハ・全 ク別 問題 デ アル
、 但 シ此 中 二

同側 肋膜 炎 ノ合 併 セル モ ノー 例 アル、 之 ハ肋 膜

炎 ガ早期 浸潤 二績 褒 シ タモ ノナ ラ ン トノ想 像 ノ

下 二弦 二編 入 シタ ノデ有 ツ テ、 其経 過 ハ肋膜 炎

治 癒 後 二於 テ孤 立 性 肺 結 核 ノ症状 顯 著 トナ リ、

咳 漱 喀 疾 二苦 ミ、 展 支小 喀 血 テ反 復 シ、 卒然 自

然 氣胸 ノ下 二死 亡 シ タ ノデ ァル。

以 上 ノ條 件 テ以 テ 検 出 シタル 早 期 浸潤 ハ41例

アル、然 モ是 等41例 悉 ク皆 第1同 「レン トゲ ン」

爲 眞 二於 テ飢 二圓 形 浸 潤 ガ謹 明 セ ラ レ、 圓 形 浸

潤 出現 以 前 二於 ケ ル肺 ノ健 劇 犬態 ガ 「レン トゲ

ン」學 的 二立 謹 セ ラ レタル モ ノハー例 モ ナ ィ。

蓋 シ早 期 浸 潤 説 ノ起 源 ハ・恐 ラ クAssmann(3)ノ

1) L. Aschoff,  Ober den phthisischen Reinfekt der Lunge.  Kl. Wschr. Nr. 1. 1929. 
2) H. Loeschcke, Die Lungentuberkulose des Erwachsenm. Med.  K1. Nr. 5. 1929. 
3) H. Assmann,  Ober einen typischen Befund bei klinisch frischer  tuberkulOser Infektion. Munch. und. 

  Wschr. Nr. 48,  1924. 
  H. Assmann,  Ober eine typische Form isolierter  tuberkulOser  Lungenhercle in klinischen Befund 

  der Erkrankung, Beitr.  K1. Tbk. B. 60, (1925) 
  H. Assmann,  Friihinfiltrat. Erg. ges. Tuberkulose forschung, I.  (1930).
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「成 人 肺 二於 ケ ル 臨 躰 的 初 登 トシテ ノ定 型 的 孤

立 病 竈 」ナル記 述 二 號 足 シタ モ ノデ、 此 記載 ハ

192-1,年及 ビ1925年 ノ2同 二亙 ツテ試 ミラ レ、最

近 更 二早 期 浸 潤 ナ ル標 題 ノ下 二詳 述 セ ラ レテ ヰ

ル ガ、 要 スル ニ其 「レ ン トゲ ン」像 ハ、 鎖 骨 下 ニ

テ少 シク外 方 二偏 ス ル所 ニー 檬 李 等 ノ限 局 性 圓

形 陰 影 ラ呈 シ、 周 園 ト ノ境 界 ハ鏡 ナ ラザ ル モ判

然 タル モ ノデ アル、 叉 像 ノ大 サバ5「 ペ ンニ ヒ」

銅 貨大 乃 至5「 マ ル ク」銀 貨 大 テ通 常 トシ、多 クハ

「レ ン トゲ ン」線 テ患 者 ノ前 面 ヨ リ背部 二向 テ放

射 スル 時 二造影 最 モ明瞭 デ ア ル、 ト云 フ ノガ圭

要 ナ ル所 見 デ アル 、 而 シテ圓形 浸 潤 ノ本 態 二關

シテハAssmannガ 之 テ乾酪 性肺 炎 ト解 繹 シタ

ル ニ封 シテRedeckerハ ・之 テ以 テ焦鮎 周 園 炎性

反 慮 ナル コ トテ主 張 シ、v.Romberg,Lydtin

等 ノ諸 家 亦 之 二質 意 テ表 シ、 途 二焦 錨 周 園 炎 性

浸 潤 ナ ル コ トガ成 人 肺 結 核 ノ初 期 病 竈 テ意 味 ス

ル 圓形 浸 潤 ノ必 要 條 件 ト認 メ ラル ・二至 リ、今

日 二於 テハ孤 立 性 圓形 浸 潤 ナ ル名 構 ノ代 リニ專

ラ早期 浸 潤 ナ ル語 ガ使 用 セ ラル ・二至 ツ 久 但 シ

早期 浸潤 ナ ル語 ノ包 括 ス ル範 園 ハ諸 家 ノ見 解 必

ズ シモー 致 シテ ヰ ナ ィ、殊 二Redeckerund

Waltert)ハ 早 期 浸 潤 テ以 テ、今 迄 健 康 ナ リ シ肺

二忽 然 獲 生 セル 限 局 性 焦鮎 周園 炎性 浸 潤 デ且 ツ

結 核 性 新 病 竈形 成 デ アル ト解繹 シ、從 テ浸 潤 登

生 ノ部 位 ハ本 態 的 ニ ハ・必 要條 件 デハ無 ク、 今迄

結 核 性 病 攣 テ認 メナ カ ツ タ肺 二新 生 セルレ病 竈 ノ

焦 鮎 周 園 炎性 浸 潤Y云 フ コ トガ必 要 條 件 デ有 ル

ト反 復 論 明 シテ ヰ ル、 然 シv.Romberg(2)ハ 之

二反 シテ新 病 竈 形 成 ノ外 二陳 薔 病 竈 ノ再燃 ニ ヨ

ル焦 鮎 周 園 炎性 浸 潤 モ其 中 二包 括 スル ノ ミナ ラ

ズ、早期 浸潤 ノ血行 成 立 ノ可 能 性 モ認 メ テ ヰル。

抑 モ吾 人 ガ臨 林 實 際 的 経 験 二徴 ス レバ健 康 肺 ハ

血 行 性 休 止型 ト ノ境 界 ハ 「レ ン トゲ ン」學 的 二決

シテ判 然 タル モ ノ デノ・ナ ィ、 爾 者 ノ各代 表 的 ノ

モ ノラ選 ンデ互 二比 較 ス レバ其 旺 別 バー 目瞭 然

タル モ ノデ有 ル ガ若 シ血 行 性休 止型 二於 テ、増

強 セル肺 紋 理 ガ充 分 吸牧 セ ラ レタル後 ニ ハ、 之

ガ健 康 肺 トノ嘔別 ハ屡 ≧不 可 能 デ アル、 余 等 ガ

今 同 ノ検 査 二於 テモ浸 潤 性 病竈 、 叉 ハ血 行 性 撒

布 穎 粒 ガ甚 ダ能 ク吸牧 セ ラ レ「レ ン トゲ ン」學 的

ニハ・健康 肺 ト見 ラル ・迄 二治 癒 シタ後 二於 テ忽

然 圓形 浸 潤 ノ登 生 テ見 ル場 合 ハ・決 シテ稀 ナ ラザ

ル ガ故 二、軍 二「レン トゲ ンソ 現 症 像 ノ ミニ依 テ

直 二健 康 肺 二獲 生 セル新 病 竈 形 成 ナル カ或 ハ・陳

奮 病 竈 ノ再 燃 ニ ヨル焦 跳 周園 炎性 浸 潤 ナ ル カ テ

裁 然 嘔 別 セ ン ト試 ムル コ トハ・吾 人 ノ同意 シ能 ハ

ザ ル所 デ有 ツテ、此 鮎 二於 テ吾 人 ハ、v.Romberg

ノ見解 テ至 當 ト考 ヘ ル、 次 ノ2例 ノ如 キ ノ・此 間

ノ沿 息 テ読 明 ス ル ニ足 ル モ ノデ有 ル。

例1、(附 囲A.a,b.c,d参 照)

鈴 ○ 利 ○(男)23歳 、昭 和2年5月 右 胸痛

及 ビ熱 螢 持緬 、凡 ソ2週 日、昭 和3年(1928年)12

月7日 右 背 痛及 ビ微 熱 テ主 訴 トシテ來 院 、 當

時 患 者 身 長 中等 、 榮 養 佳 良 、禮 重54.ooomi、 雨

肩 朋 棘 上 部 輕 濁 、 右 肩 月甲下 部 亦 少 シ ク濁 ニ シテ

呼 吸 音 微 弱 、喀 疾 中結 核 菌 陰 性7/X皿一1928、「レン

トゲ ン」所 見(附 囲A.a,)ハ 雨肺 紋 理 梢 」曾強、雨

肺 門部 陰 影 亦少 シ ク強 度 、 右IV肋 間、肩脾 下隅

ノ直 下 二示 指 頭 大 ノ圓 形 浸 潤 ラ認 ム、 爾來 自魔

症 ナ 久7/X-1929、 第2同 「レ ン トゲ ン」窮 眞(附 圖

A.b)二 於 テハ雨 肺 明朗 、右 肩 月甲下 ノ圓形 陰影 亦

全 ク消 失 シ、肺 野 ハ健 康 者 ト全 ク選 ブ所 ナ シ、昭

和5年2月 中旬 、右 側 漁 性肋 膜 炎 ラ登 シ、熱 登最

高38.80C二 達 ス、 然 シ撒 日 ニ シ テ解 熱 、爾來 経

過 良好 、11/VI-1930第3同 「レ ン トゲ ン」 検 査

(附 圖A,c)二 於 テハ右 肺 下 野 少 シ ク潤 濁 シ、右

肩朋 下 隅 ノ直 下恰 モ最 初 ノ圓 形 浸 潤 ノ位 置 二於

テIV、V、 肋 間 二 跨 ガ ル鶏 卵 大 圓 形 浸 潤 テ認 メ

タ、然 シ自冤 症 全 ク無 ク禮 温 亦卒 隠 、16/皿一1931

1) F. Redecker  und 0. Walter, Entstehung  und Entwiklung der Lungenschwindsucht des Erwachsenen, 
  Lepizig, S.  112-118(1929). 

2) E. v. Romberg,  Ober die Entstehung der Lungentuberkulose,  Kl. wschr. Nr. 24, 1927, 
  E. v. Eentstehung  und Entwicklung der Tuberkulose im Lichte neuerer Forschung. Verh. dtsch. 

  path. Ges. Wien, 1929.
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第4同 「レ ン トゲ ン」爲 眞(附 圖A.d)二 於 テノ・

前記 ノ圓形 浸潤 全 ク清 失 シテ痕 跡 テILメ ズ、 現

在 全 ク健康 。

此例 二於 テ若 シ第2同 及 ビ第3同 「レ ン トゲ ン」

爲 眞(附 圖A.b及 ビc)ハ ミラ相 封比 ス レバ恰

モ亘 大 ナ ル圓形 浸潤 ガ健 康 肺 二忽 然新 生 シタル

如 ク見 エ ル ガ、朔 テ第1同 ノ窮 眞(附 圖A,a)

テ検 ス レバ第3同 ノ爲 眞 二現 ハ レタル浸 潤 ハ決

シテRedeckerノ 意 味 二於 ケル早 期 浸 潤 二非 ザ

ル コ トガ明 白 ナ ル ノ ミナ ラズ、此 亘大 圓形 浸 潤

ハ・最 初 ノ小 圓 形 浸 潤 ノ再 燃 ナ ル コ トハ容 易 二推

定 シ得 ラル ・所 デ ァル。

例2、(附 圖B.a,b,c,d参 照)

竹 ○ 清 ○(男)24歳 感 冒 二次 デ微熱 及 ピ少

許 ノ咳漱 テ圭 訴 トシテ大 正15年(1925年)6月

29日 初 診 、 臨 休 的 ニハ・何 等 所 見 ナ ク、 「レ ン ト

ゲ ン」検 査(附 圖B.aル ニ於 テ輕 度 ノ肺 紋 理 」曾張

ラ認 ムル ノ ミ、健 康 ト診 断 ス、爾 來6年 間著 患 テ

知 ラズ、昭 和6年4月8日 、艦 温充 進 、咳 歎 喀 疾

ヲ訴 ヘ テ入 院 、 當 時 少 シ ク巌 慶 シ身長 中等 、 艦

重47.5f)(lIif、 右 鎖 骨 上 下部 及 ビ 肩脾 棘 上部 二

水 泡音 テ聞 ク、喀 疾 中結 核 菌 陽 性G.5號 、同 日

「レン トゲ ン」所 見(附 囲B .b)ハ・右 肺粟 粒 性 撒布

病竈 拉 二右 肺 門 部鶏 卵 大 室 洞 テ認 ム、{乃テ右 側

人 工氣 胸 テ行 ヒ、 同年6月 以 來 喀 疾 中結 核 菌 陰

性 トナル3/皿一1932「.レン トゲ ン」検 査(附 圖B.c)

ハ 右肺 門室 洞 全 ク清 失 シ雨 肺 著 シ ク明 朗 トナ リ

僅 カ ニ右 上縦 隔 賓 肋膜 肥 厚 テ認 ムル ノ ミ、艦 重

亦 甚 ダ増 加 シ テ60.200冠 テ算 ス ル ニ至 ツ 久 然

ル ニ同 年(昭 和7年)5月 下旬 ヨ リ時 輕々 度 ノ熱

登 ア リ、 同年6月 以來 嘆 聲 テ訴 へ喉 頭 鏡 検 査 二

依 テ喉 頭結 核 ノ併 登 テ謹 明 シ次 デ同年7月 右 側

漁 性 肋膜 炎 ラ登 ス、 當 時 「レ ン トゲ ン」検 査 ノ機

會 ナ ク、1]/1-1933「 レン トゲ ン」窮 眞(附 圖B.d)

二於 テ ・・再 ビ右 肺 ノ撒布 病 竈 ト共 二右 鎖 骨 下 二

栂 指 頭 大 圓 形 浸 潤 テ認 ム ル ニ至 ツ タ。

此例 二於 テ若 シ第 三、 第 四 ノ「レ ン トゲ ン」窮 眞

ラ比 較 ス レバ、 第 四 窮 眞 二於 ケル圓 形 浸 潤 ハ恰

モ健 康 肺 二直 チ ニ獲 生 セル如 キ観 ヲ呈 スル ガ然

シ全 部 ノ窮 眞 テ通 観 ス レバ右 鎖 骨 下 圓形 浸 潤 ガ

初 登 病 竈 デ無 イ コ トハ明 白 ナル ト同時 二恐 ラ ク

之 ガ 血行 性 撒布 躍 進 ト 相 關連 シテヰ ル コ トガ

推 測 セ ラル ・ノ デ有 ル、 嘗 テHarms1)ハ 「レ

ン トゲ ン」 ノ現 症 像 二於 テハ・恰 モ健 康 肺 二援 生

セル早 期 浸 潤 ノ如 クニ シテ實 際 ニハ・之 ガ肺 尖 病

竈 ノ連 績 デ有 ル コ トテ 「レ ン トゲ ン、 セー リエ

ン」二依 テ立謹 セ ル 症 例 テ 記 載 シタ ガ、 余 等 モ

亦 、今 同 ノ検 査 二於 テ、 最 初 雨 側 肺 尖部 二多撒

ノ血 行型 撒布 穎 粒 テ認 メ、次 ノ「レン トゲ ン」爲

眞 二於 テハ・肺 尖 部 ハ全 ク明 朗 トナ リ、其 代 リニ

雨 側鎖 骨 下外 側 二偏 シ テ各 一 個 ノ圓形 浸潤 現 ハ

レ、恰 モ早 期 浸 潤 ノ観 ラ呈 シタ ル 例 ラ 持 ツ テ ヰ

ル、夫 故 二Redeckerノ 如 キ早 期 浸潤 ノ狭 義 ノ解

繹 二於 テ ハ之 ガ臨 林實 際 的 慮 用 ハ頗 ル難 事 二屡

スル ト余 等 ハ考 ヘ ル。

余 等 ノ廣 義 二 於 ケ ル 早期 浸潤41例 中経 過 ノ判

明 セ ル モ ノ22例 アル、其 中死 亡2例 、慢 性孤 立 性

肺 結 核 二移 行 セ ル モ ノ1例 、他 ノ19例 ハ 悉 ク

治 癒 シテ現 在 職 務 二從 事 シテ ヰ ル、 但 シ死 亡者

2例 中1例 ハ遷 延 性 心 内膜 炎 ノ爲 メ ニ死 期 ラ早

メ、 他 ノ1例 ハ慢 性 孤 立 性 肺結 核 二移 行 シタル

後 、自然 氣 胸 ノ爲 メ ニ死 亡 シ久 此 結果 ヨ リ見 レ

バ廣 義 ノ早 期 浸 潤 二於 テ モ、尚ホ之 ガ治 療敷 果 ノ

頗 ル顯 著 ナル時 期 二届 スル コ トノ・明 カ デ アル。

2、 血 行 型 肺結 核 二共 存 或 ハ績 登 セ ル

圓形 浸 潤

Assmann2)・ ・血 行 型 肺結 核 ノ記 述 二當 ツ テ「肺

及 ビ其他 ノ臓 器 二屡 支血 行 性 傳 播 ニ ヨル結 核 病

竈 ノ存 在 ス ル コ ト・・一般 的 、殊 二病 理 解 剖 學 的

経 験 二徴 シテ疑 ナ キ事 實 デ有 ル ガ、 然 シ個 々 ノ

病 竈 二就 テ、確 二血 行 性 脛路 テ介 シ テ成 立 シ、

決 シテ他 ノ脛 路 二依 ラザ ル コ トガ悉 ク立 誘 セ ラ

ル ベ キ デ ハ無fガ 故 二吾人 ハ・須 ラ ク断 定 的 ノ語

テ避 ケ テ、 恐 ラ ク血 行 性 成 立 ナ ラ ン ト云 フ程 度

1) C. Harms. Die Lungentuberkulose der Erwachsene. Med.  Kl. Nr.  5,  1929. 
2) H. Assmann,  Hamatogene Lungentuberkulose, Med.  K1. Nr. 39,  19::2.
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二止 ムベ キ デ有 ツ テ、 其 中弦 ニハ殆 ン ド確 信 テ

以 テ血 行 型 肺 結 核 ト断 定 シ得 ル モ ノニ就 テ記 述

ス ル コ ト ・云 フ前 提 ノ下 二肺 ノ粟粒 性 撒布 病 型

拉 二慢 性網 状 淋 巴管 炎 テ基 ゲ テ ヰル 、 余等 ガ今

同 ノ選 澤 モ亦 此 限度 内 二制 限 シタ。

肺 ノ粟 粒 性 撒布 病 型 ノ中 ニハ・雨 肺殆 ン ド全 部 二

亙 ツテ恰 モ粟 粒 ラ撒 布 シ タル 如 キ状 態 二於 テ甚 ダ

多 数 ノ穎 粒 状 小斑 貼 ガ密 二撒 布 セ ラ レテヰ ル程

度 カ ラNeumann氏 緩 徐 限H。J性粟 粒 結核(Mil-

iarisdiscreta)即 チ穎 粒 撒布 ガ肺 野 ノ上 層 ニ ノ

ミ限 局 シテ ヰ ル程 度 迄 テ包括 シテ ヰ ル、 又慢 性

網 状 淋 巴管 炎 ガ慢 性 血行 型 肺結 核 二於 テ屡 、遭

遇 ス ル病 理 解 剖 學 的 所 見 ナ ル ー ト ハ 既 二v.

Hansemann(1)拉 二SchUrmann〔2)ノ 記 載 ス ル所

デ アル 、但 シPage1〔3)ハ 之 テ以 テ必 ズ シモ結 核

特 有 ノ慶 化 トハ・認 メ ナ ィ ガ、 然 シ之 ガ慢 性血 行

型 肺 結核 二於 ケ ル重 要所 見 ノー タ ル コ トニ於 テ

ハ 異議 ハ・無 イ トシテ ヰ ル、 臨躰 的 方面 二於 テハ

Ulrici(4),Assmann(5)拉 二其 門 下 且antschmann

〔6)等ガ此 病 理 解 剖 學 的攣 化 ヂ レン トゲ ン」學 的

二観 察 シテ皆無 條 件 ニ シテ血 行型 肺結 核 二編 入

シ テ ヰ ル。

余 等 ガ今 同 ノ検 査 二於 テハ 血行 型 肺結 核 トシテ

ハ 以 上 ノニ 型 二相 當 ス ル モ ノグ ケ ニ制 限 シ、 其

中 ニ テ圓 形 浸 潤 ノ合併 又 ハ緬 登 セ ル モ ノテ求 メ

テ93例 テ得 タ、 今 之 テ 圓形 浸 潤 ノ 關 係 カ ラ云

ヘ バ、第1同 「レ ン トゲ ン、フィル ム」二於 テ既 二

圓形 浸潤 ノ共 存 シテ ヰ ルモ ノ67例 、血行 型 肺 結

核 ノ経 過 中 一 圓形 浸 潤 ノ獲 生 セル モ ノ2・T)例デ

ァ ルレ、最 初 ヨ リ既 二圓形 浸 潤 ノ合 併 セ ル モ ノハ

暫 ク別 トシテ、血 行型 肺結 核 ノ経 過 中 二新 二圓

形 浸 潤 ノ畿 生 テ見 タル25例 二就 テ 余 等 ハ 圓形

浸 潤 爽 生 ト周 園肺 野 ノ關係 二依 テ之 テ四 種 二分

類 シ タ、 即 チ、1)、 肺 二於 ケル血 行 性 躍 進 ノ徴

候 、 殊 二撒 布 穎 粒 ノ檜 加 ト共 二圓形 浸 潤 ノ謹 明

セ ラ レタル モ ノ、2)、 撒 布 穎 粒 ノ吸 牧 後 二於 テ

「レ ン トゲ ン」學 的 二謹 明 シ得 ベ キ躍 進 ノ徴 候 ナ

ク シテ圓 形 浸 潤 ノ登 生 テ見 タル モ ノ、3)、Br昏

uningundRedeckerノ 所 謂 、後 躍 進 性 浸潤 乃

至 雲 駄 浸 潤 ガ其 周 邊 ヨ リ漸 次 吸 牧 セ ラ レテ途 二

圓 形 テ成 セ ル モ ノ、4)、 撒 布 穎 粒 ガ集 團 シテ・…一・-b

塊 トナ リ、 之 ガ直 接 圓 形 浸潤 二攣 化 ス ル場 合 等

デ アル、 術 ホ委 シ ク言 ヘ バ、1)、 二屈 ス ルモ ノ

11例 ア リ、 其 中7例 ハ最 初経 過 良 好 ニ シテ既存

ノ撒 布 穎 粒 或 ハ強 度 ノ肺紋 理 ガ漸 次 吸 牧 セ ラ レ

テ肺 野 ハ次 第 二明 朗 トナ ル、然 シ其 次 ノ「レ ン ト

ゲ ン」爲 眞 二於 テハ・再 ビ撒 布 穎粒 ノ躍 進 性 檜加

ト共 二肺 野 ノー 部 二限 局 性 浸潤 性 病 竈 ノ登 生 ガ

認 メ ラ レル ノデ有 ツ テ、此 際 浸 潤 病竈 ハ初 ヨリ立

派 ナ圓 形 像 ラ示 ス場 合 モ ア リ、或 ハ最初 ハ多少

不 規 則 形 ラ呈 シ、経 過 ノ間 二之 ガ縮 小或 ハ檜 大

シテ逡 二判 然 タル圓 形 浸 潤 テ形 成 ス ル楊 合 モ ア

ル、 又 他 ノ4例 ハ 中途 ヨ リ室 洞 テ生 ジ、更 二其

後 ノ経 過 中 二血 行 性 撒 布 躍 進 二依 テ穎 粒 ノ増加

テ來 シ、 同 時 二既存 室洞 壁 ノー 部 テ起 鮎 トシテ

室 洞 内 二向 ケー 様李 等 ノ圓形 陰 影 テ生 ジ、室 洞

ノー 部 或 ハ全 部 テ充 タ シテ完 全 ナ ル圓 形 浸潤 ノ

像 テ呈 シ、 次 デ炎衝 緩 和 スル ニ從 テ浸 潤 亦影 ラ

潜 メ、 室 洞 ハ再 ピ元 ノ位 置 二 出現 スル経 過 ガ歴

然 トシ テ 「レ ン トゲ ン、 フィル ム」 ノ上 二謹 明 セ

ラル ・ノデ アル、 試 二此 第一 類 二属 スル2例 二

就 テ、其 経 過 テ略 気記 ス レバ次 ノ如 ク デ アル。

1) D.  %. Hansemann, Die Lymphangitis reticularis der Lunge als  selbstandige Erkrankung. Virchows 
  Arch. 220, S. 311,  (1915). 

2) P.  Schiirmann, Zur Frage der  (iesetzmassigkeit im Ablauf der Tuberkulose unter besonderer  Beriic-
  ksichtigung der Entwicklungslehre Rankes. I. mitteil. Beitr. path. Anatomie, B. 81, S. 568,  (1929). 

3) W. Pagel, Pathologische Anatomie der  hamatogenen Tuberkulose, Erg. ges. Tuberkuloseforsch. B. 
  V. S. 269, S. 281,  (1933). 

4) H. Ulrici, Die  hamatogene Lungentuberkulose, Beitr.  Kl. Tbk. B. 77, S. 267,  (1931). 
5) H. Assmann, Hamatogene Lungentuberkulose. 1. u. 
6) L. Hantschmann,  Ober torpide Formen disseminierter Tuberkulose. Beitr.  K1.  Tbk. B. 73, H. 6. 

 (1930).
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例3、(附 圖C.a,b,c.d)

川 ○ ケ○(女)30歳 大 正16年(1926年)4

月26日 、 初 診 、約2ケ 月 以前 二右1黒性 肋 膜 炎 、

次 デ左1黒性 肋 膜 炎 ラ績 嚢 ス、26/IV-1926、 「レ ン

トゲ ン」検 査(附 圖C.a)ハ 雨 胸 中部 及 ビ 下 部 ノ

禰 蔓性 梱 濁 、 拉 二雨 肺 粟 粒 性 撒 布病 竈 ラ認 ム、

其 後 経 過 良 好 、27/V皿一1926、第2同 「レン トゲ ン」

爲 眞(附 圖C.b)二 於 テ ハ 雨 胸 中部 及 ビ 下部 ノ

掴 濁 殆 ン ド消 失 シ、雨 肺撒 布 穎 粒 判 然 ト現 ハ ル、

同 日退 院 、 翌 年5月 初 旬 叉 熱 緩20/V-1927第3

同 「レ ン トゲ ン」爲 眞(附 圖C.c)二 於 テハ雨 肺 撒

布 穎 粒 更 二」曾加 、殊 二右 側 著 明、同 時 二右 皿一IV、

肋 間 二跨 ガル驚 卵 大 圓形 浸 潤 テ認 ム ルニ至 ツタ、

其後 熱 候 一一進 一 退 シ テ治 セズ、 同 年10月20日

再 入院 、 爾 來 熱 候 持 緬 シ食 思 甚 ダ不振 、16/XI-

1927第4同 「レン トゲ ン」検 査(附 圖C.d)二 於

テハ 圓形 浸 潤 ハ輕 度 ノ溜 濁 デ残 シテ殆 ン ド消 失

シ、之 二反 シ テ雨 肺 撒 布 穎 粒 ハ盆 ≧檜 加 セ ル テ

認 ム、 同年11月 結 核 性子 宮 内膜 炎 ノ疑 診 ノ 下

二婦 人 科 二轄 ジ内膜 掻 把 手 術 テ受 ケ テ(掻 把 内

膜 ノ顯 微 鏡検 査 二於 テ多 激 ノ亘 大 細 胞 ガ謹 明 セ

ラ レタ)全 ク 解 熱 シ7/Xll-1927再 ピ當 院 二蹄 リ

13/V昭1928年 退 院 、其 後 又熱 登 シ子 宮 内膜 炎 ノ

再 褒 、拉 二喉 頭 結 核 、腸 結 核 テ併 巖 シ20/ll1923

逡 二死 亡 ス。

例4、(附 圖D。a,b,c,d)

澁 ○通 ○(男)19歳 、 大 正15年(1923年 、11

月5日 、 左 胸 及 ビ左 背痛 、食 思 不 振 、 微 熱 テ圭

訴 トシテ來 院 、 診 察 所 見 ハ 身長 中等 、 少 シ ク鼠

痩 シ、左 鎖 骨 上 下 部 、 左 肩朋 棘 上部 、 打 音 少 シ

ク濁、左 胸 拉 二左 背 上部 二摩擦 響 テi聴ク、17/XI-

1926、 「レン トゲ ン」爲 眞 ・・血行 性 休 止型 二相 當

ス、 昭 和4年(1929年)9月 、左 結 核 性 中耳 炎、

同月13日 血 疾 喀 出、當 時左 鎖 骨上 下部 及 ビ左 肩

朋 棘 上部 二 水 泡 音 テ 聞 キ、 喀 疾 中結 核 菌 陽 性

(9.7號)、13/IX-1929、 第2同 「レ ン トゲ ン」爲

眞 二於 テ左 肺 上 野 二 血 行 性 粟粒 撒 布 ノ像 ラ認

ム、昭 和5年(1930年)5月5日 又 小 喀 血 、21/V-

1930、第3同 「レ ン トゲ ン」検 査(附 圖D.a)二 於

テハ左 肺 上 牛 張 度 ノ慢 性網 状 淋 巴管 炎 ノ像 ヲ呈

シ且 ツ左鎖 骨 下 二鶏卵 大 室洞 テ認 ム、4/IV-1931

第4同 「レ ン トグ ン」窮 眞(附 囲D.b)二 於 テ左

肺 ハ前 同 ト同様 ナ ル モ右 肺 上部 及 ビ中部 二血 行

性 粟粒 撒布 ノ像 顯 著 二現 ハ ル、26/X-1931、 第5

同 「レン トゲ ン」爲 眞 二於 テハ雨 肺 上野 二更 二撒

布穎 粒 ノ檜 加拉 二左 鎖 骨 下 室洞 壁 ヨ リ室 洞 内 二

向 テ胡 桃 大 圓形 浸 潤 現 ハ レ室 洞 ノ大 牛 テ占居 ス

ル テ認 ム、4/IV-1932、 第6同 「レ ン トゲ ン」 爲

眞(附 囲D.c)二 於 テハ雨 肺 上野 ノ撒 布 穎 粒 幾

多 壇 加 シ圓形 浸潤 亦 盆 支増 大 シテ室 洞 ノ全 部 テ

充 タス ニ至 ツ 久3/X-1932、 第7同 「レン トゲ ン」

窮 眞 ニ テ ハ雨 肺 撒布 穎 粒 減 少 シ圓 形 浸潤 全 ク消

失 シ室 洞 ハ再 ビ元 ノ位 置 二姿 テ現 ハ シテ ヰ ル、

10/IV-1933、 第8同 「レ ン トゲ ン」窮 眞(附 圖D.

d)二 於 テハ撒 布 穎 粒 更 二減 少 シ肺 野 バ ー般 二

明朗 トナ リ、 左鎖 骨 下 室洞 ノ外 二更 二右 鎖 骨 下

二新 室 洞 ノ登 生 ヲ見 ル ニ至 ツ タ。

次 二2)一 属 スル モ ノ4例 アル、 皆 経 過 良 好 ニ

シ テ 「レ ン トゲ ン」検査 ノ度 毎 二肺 野 ハ盆 ≧明 朗

ノ度 テ加 へ 其 間 二何 等 「レ ン トゲ ン」學 的 二謹

明 シ得 ベ キ躍 進 ノ徴 候 無 ク シテ忽 然 圓形 浸 潤 ノ

畿 生 テ見 ル ニ至 ツタノデ ァル、其 中3例 ハ治 癒 殊

二良 好 デ、 軍 二圓 形 浸 潤 ノ存 在 ス ル 「レ ン トゲ

ン」爲 眞 ノ ミテ見 レバ恰 モRedeckerノ 意 味 二於

ケ ル 早期 浸 潤 ト云 ヒ得 ル 歌 態 デ アル(此 内1例

ハ永 野 一飯久 保 論 文 附 圖第17例 二 寡 眞 掲載 一

結核 第10巻 、 第9號 参 照)。

3)二 属 スル モ ノハ6例 、之 ハ肺 ノ血 行 性粟 粒 撒

布 病 型 又 ハ慢 性網 状 淋 巴管 炎 ノ経 過 中 二肺 野 ノ

何 レ カ ノ部 分 二 不 規 則 形 ノ 後 躍 進 性 浸 潤 現 ハ

レ、 其 後 ノ経 過 二於 テ既存 ノ撒 布 穎 粒 或 ハ網 状

陰 影 ハ漸 次 吸 牧 セ ラ レ肺野 ハ次 第 二明 朗 トナ リ

同時 二不 規 則 形 浸潤 病竈 モ亦 其 周 邊 ヨ リ吸 牧 セ

ラ レテ縮 小 スル ニ從 テ逡 二圓形 ラ呈 スル ニ至 ル

ノデ ァル。 次 二其 例 ラ示 ス。

例5、(附 囲E.a,b,c,d)

岩 ○ 桂 ○(男)27歳 、患 者20歳 ノ頃、左 漁 性

肋 膜 炎 ヲ患 フ、昭 和2年(1927年)9月 ヨ リ熱 登
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持 績 約2ケ 月 、 同年11月11日 、 初 診 、 當 時 熱

候37・2℃ 身 長 巾等 繍 痩 シ、 禮 重38,000冠 、 雨

側鎖 骨 上 下部 及 ビ左 肩月甲棘 上 部 、 打 音梢 丸濁 。

12/XI-1927 、 第1回 「レン トゲ ン」検査 所 見(附

圖E.a)ハ ・雨 肺 ノ粟 粒 性 撒布 病 型 、 殊 二左 肺 著

明 、 入院 以 來 経 過 良 好 、12/VI-192,9、 第2同 「レ

ン トゲ ン」爲 眞(附 圖E.b)、 二於 テハ 左 肺大 二

明 朗 トナ リ、 同 時 二左1.肋 間 二限 界 明 瞭 ナ ラ

ザ ル不 規 則形 、 示 指 頭 大 浸潤 像 ラ 認 ム、29/V-

1929、「第3同 「レン トゲ ン」爲 眞.(附 圖E.c)二 於

テハ 雨 側 肺 野 一 般 二盆 丸明 朗 トナ リ左鎖 骨 下陰

影.盆 ≧濃 厚 且 ツ限 局 性 トナル、5/皿一1930、 第4

同 「レン トゲ ン」窮 眞(附 圖E.d)二 於 テハ、一般

肺 野 ノ状 態 ハ前 同 ト大 差 ナ 久 左鎖 骨 下 陰 影 ハ

限 界 盆 ≧判 然 トシテ定型 的 圓形 浸潤 ノ像 ヲ昭呈 ス

ル ニ至 ツ タ.

4)ノ 部 類 二属 スル モ ノハ4例 アル、抑 モ肺 ノ血 行

性 撒 布 病 型 二於 テ撒 布 密 度 ノ大 ナルレ部分 ノ中 二

更 二又 穎 粒 ガ略 支圓 形 二集 團 シテ他 ノ部 分 二比

シテ陰 影 殊 二濃 厚 ナ ルー 塊 トシテ 「レン トゲ ン、

フィル ム」ノ ヒニ現 ハル場 合 ノアル コ トハ・吾 人 ガ

時 二遭遇 スル事 實 デ有 ツテ、此 ノ如 キ場 合 二幸 ニ

シ テ病 勢 治 癒 ノ方 向 二轄 ズ レバ撒 布 穎粒 ハ漸次

吸 牧 セ ラ レ、 肺 野 ハ次 第 二明 朗 トナ ル ガ、 集 團

ノ部 分 ハ吸 牧 甚 グ遅 ク從 テ周 園 トノ限 界 ハ盆 ≧

判 然 トナ リ逡 二定 型 的 ノ圓 形 浸潤 トシテ残 留 ス

ル ニ至 ル、次 二其 一 例 ノ経 過 テ略 記 ス ル。

{列6、(附 囲F.a,b,c,d)

室 ○ 信 ○(男)25歳 、 昭 和4年 春肋 膜 炎、 同

6年8月 喀 血 、 爾 來 咳1漱、喀 疾 、微 熱 テ以 テ経

過 シ、 昭 和{;年(1931年)9月7日 、前 記 ノ主訴

ラ以 テ入 院 、診 察 所 見 ハ 右鎖 骨 上 下部 打 音 稚R

濁 、 同 部 呼 吸 音 微 弱 、Sl/1X-11}31、 「レン トゲ ン」

所 見(附 囲F.a,F.b)ハ 雨 肺 ノ粟粒 性 撒布 病 型 、

右 肺 上 牛 撒布 殊 二濃 厚 ニ シテ 就 中右 皿、皿、肋 間

外 側 陰影 強 ク、 其 中 二穎 粒 集 團 ノ所 ア リ、 左 皿

肋 間外 側 二偏 スル所 ニ モ亦 穎 粒 集 團 テ認 ム、1/X

--1931「 レ ン トゲ ン」爲 眞(附 圖F .d,)ハ 雨 肺 撒布

頼 粒 梢 ミ減 少 シ、 右 皿肋 間 ノ穎 粒 集 團 ガ圓 形 浸

潤 ノ像 テ呈 ス ル ニ至 ツ タル ゴ トテ認 へ 「レン ト

ゲ ン」爲 眞(附 圖F.c)二 於 テハ肺 野 ハ・一 般 二幾分

明 朗 トナ リ左II肋 間 ノ穎 粒 集 團亦 圓 形 トナ ル、

7/V-1932「 レン ドゲ ン」瞼 査(附 圖F.d)二 於 テハ・雨

肺 大 二明 朗 トナ リ前 記2個 ノ浸 潤 ハ境 界 盆 支判

然 トシテ定 型 的 圓形 浸潤 ノ像 ラ呈 ス ル ニ至 ツタ。

抑 モ早期 浸潤 ノ血 行 性成 立 ノ 可能 性 二 就 テハ・

v.Romberg(1)ノ 夙 二注 目 セル 所 デ有 ツテ其後

Fechter{2)ノ ・人 工 氣 胸 二 依 テ 氣 管 枝 播 種 ノ可

能 性 ガ 殆 ン ド完 全 二.否 定 セ ラル ・患 者 ノ反封

側 肺 上層 二圓形 浸潤 ノ登 生 テ見 ル揚 合 ノ稀 ナ ラ

ザ ル経 験 ヨ リ シテ、 之 ト同様 ノ形 態 テ有 スル早

期 浸 潤 ノ血行 性 成 立 テ 想 像 シ1叉Albert(3)ハ 同

時 二7個 ノ圓形 浸 潤 テ有 スル症 例 二遭 遇 シテ圓

形 浸潤 ノ外 因 性氣 管 枝 性成 立 二疑 問 テ懐 キ、更

二Ulrici")ハ 、種 々 ナ ル 臓 器 ノ血 行 性 結 核 二於

テ、 屡 丸肺 二早 期 浸 潤 ノ存 在 ス ル コ トラ設 明 ス

ル ニ至 ツ テ、早 期 浸 潤 ノ血 行 性 成 立 ノ可 能 テ主張

シ、 叉 病理 解 剖學 二於 テハ・最 近Pagel(5)ガ 亦種

種 ナ ル臓 器 ノ血行 性 結 核 二際 シテ、 時 二肺 二早

期 浸 潤 ノ謹 明 セ ラル ・コ トニ依 テ、 早 期 浸潤 ノ

血 行 性 成 立 ノ可能 性 ハ充 分 想像 シ得 ラル ・ トシ

テ ヰル 、之 ト同様/理 由 二依 テ、 肺 ノ粟 粒 性 撒

布 病型 二共 存 スル、 焦 鮎 周 園 炎性 浸 潤 、 拉 二血

行 性 撒布 穎 粒 ノ吸牧 セ ラ レタル後 、 即 チ血 行性

休 止型 ノ上 二生 ズ ル、 後 躍 進 性 浸 潤 ノ成立 ガ亦

血 行 性 ト想 像 セ ラル ・コ トへ 既 二Brsuning

1) E. v. Romberg, Entstchung  and Entwicklung der Tuberkulose im Lichte neuerer Forschung. Verh. 
  dtsch. path. Ges. Wien, 1929, 

 2) H. Fechter,  Infltrative Neuherdbildungen der Gegenseite bei Pneumothorax behandelten, Z. Tbk. B. 
 58, S,  :385,  (1930 

 :0 A. Albert, Mehrfache  tuberkultise  Rundinfltrat. Beitr.  Kl. Tbk. Bd. 78, S. 647,  (1931). 
4) H. Ulrici, Die hamatogene Lungentuberkulose, Beitr.  Kl. Tbk. B. 77, S. 267, (1931). 
5) W. Pagel. Pathologische Anatomie der  hamatogenen Streuungstuberkulose, Erg. ges, Tuberkulosefor 

  sch. B. V. S. 323,  (1933).
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undRedecker,(1〕Lydtin,〔2)Ulrici(3)等 ノ記 載

スル所 デ有 ツテ、更 二又 血 行 性 撒 布穎 粒 ノ集 團 ガ

直接 二圓形 浸 潤 二移行 ス ル コ トガ「レン トゲ ン」

學 的 二立 謹 セ ラル ・場 合 ノ ア ル コ トハ 是 又

BrEuningundRedecker(1.c.S.14.)、Ulrici

(1.c.S.16.)ノ 観 察拉 二余 等 ガ今 同 ノ検 査 二於

テ明 白 デ アル、但 シBr5uningundRedecker

(1.c.S.99.undS.44.)、 ・・血行 性 成立 ニ ヨル

後 躍 進 性 浸潤 ハ多 クハ其 形 状 、 不 規 則 乃 至 雲歌

疎 開 ノ陰 影 ヲ呈 シ、其 中 二多少 ノ小 斑 鮎 ラ包 有

スル コ トガ特 徴 デ ア リ、 又撒 布 穎 粒 ノ集 團 カ ラ

移 行 スル 浸潤 性 病竈 モ亦 其 中 二穎 粒 性 斑 貼 ガ識

別 シ得 ラ ル ・ハデ有 ツテ、決 シテ新 鮮 ナ ル早 期 浸

潤 ノ如 クニー檬i李等 ノ陰 影 ヲ呈 シテ ヰ ナ イ ト云

フ、 然 シ余 等 ノ1)、2)、及 ビ3)二 属 ス ル21例 二

於 テノ、BrsuningundRedeckerノ 所 謂 後 躍

進 性 浸 潤 ガー 部 ハ最 初 ヨ リ圓形 浸潤 トシ テ現 ハ

レ、 一 部 ハ不 規 則形 乃 至 雲状 疎 開 ノ浸 潤 性 病 竈

トシテ登 生 シ、 之 ガ経 過 ノ途 中 二於 テ縮 小 或 ハ

檜 大 シッ ・途 二定 型 的 圓形 浸潤 ノ形 態 二攣 化 シ

テ行 ク コ トガ 「レン トゲ ン、 セー リエ ン」二依 テ

明 カニ護 明 セ ラ レ、又4)、 二属 スル4例 二於 テ、

撒 布 頼 粒 ノ集 團 ガ経 過 ノ間 二周 園 肺野 トノ境 界

次 第 二判 然 トナ リ形 態 的 二 ・・Assmannノ 記 載

ト全 ク同 様 ノ圓 形 浸潤 テ形 成 スル ニ至 ル コ トハ

是 亦 「レン トゲ ン、 セー リエ ン」ノ明示 スル所 デ

有 ル ガ故 二、 少 ク トモ圓 形 浸潤 ノー部 ガ血 行 性

成 立 ナ ル コ トハ疑 ナ キ事 實 デ アル。

躍 進 性 浸 潤 ガ肺 ノ血 行 性 撒 布 病型 又 ハ血 行 性 休

止型 二共 存。 若 シ クノ・登 生 スル 場 合 二、 之 ガ 成

立 ラ血 行 性 ト想像 ス ル ゴ トハ實 二上記 ノ如 ク デ

有 ル ガ、若 シ肺 二室 洞 ガ存 在 スル場 合 二於 テ ハ、

浸 潤 性 病 竈 ガ果 シテ血 行 性 成 立 ナ ル ヤ、或 ハ氣

管枝 播 種 ニ ヨル成 立 ナ ル ヤ ハ判 断 困難 デ ア ル、

余等 ガ今 同検 査 セル 血 行 性 型 肺 結 核93例 中22

例 二於 テ空 洞 ガ存 在 シテヰ ル、從 テ此22例 ハ浸

潤 ノ成 因 テ判 断 ス ルレ材 料 トシテハ甚 ダ不 適 當 デ

アル、 然 シ其 中4例 ハ血行 性 撒布 躍 進 ト共 二浸

潤 ノ登 生 ガ護 明 セ ラル ・ガ故 二假 二、 之 テ血 行

性 成 立 ノ部 二 編 入 シ、 他 ノ18例 テ統 計 ヨ リ削

除 ス レバ、血 行 性 成 立 ト見 ラル ・圓 形 浸 潤 ハ75

例 トナ ル ガ然 カモ倫 ホ優 二全症 例 ノ過 牛 撒 テ含

有 スル ノデ アル。

3、 肋 膜 炎 二練 登 セル圓形 浸潤

初 診 時 二於 テ臨 躰 的 ニ モ亦 「レン トゲ ン」學 的 ニ

モ、胸 部 二肋 膜 炎以 外 ノ病 墜 ラ認 メザ ル モ ノ即

チ特 瑳性 肋 膜 炎 ニ シテ、 其 経 過 ノ間 二肺 二圓形

浸潤 ノ登 生 ラ見 タル モ ノテ選 ンデ、4例 ヲ得 タ、

此 中2例 ハ肋膜 炎経 過 ノ後 二雨 肺 二於 ケル血 行

性 撒布 躍進 ト同時 二肋 膜 炎 ト反封 側 肺 野 二圓形

浸潤 薩 生 シ、他 ノー 例 ハ肋 膜 炎性 湖 濁 ガ吸牧 セ

ラ レテ、 肺 野 ハ比 較 的 明朗 トナ リタル後 二、 同

例 肺 ノ中 野 二粗 大 肺 紋 理 ノ増 加 ト共 二同 側 中 野

二鶏 卵 大 圓 形 浸潤 ガ出現 シタ ノデ有 ツテ、要 ス ル

ニ以 上3例 ハ皆肋 膜 炎経 過 ノ後 二於 テ血 行 性 躍

進 ト共 二肺 二圓形 浸 潤 ノ登 生 ガ讃 明 セ ラ レテ ヰ

ルレ、 又 他 ノー例 ・・昭和5年(1930年)1月 、右 側

漁 性 肋 膜 炎 テ患 ヒ、 同年3年 「レ ン トゲ ン」検 査

二於 テ ハ右 胸 二著 明 ノ肋 膜 炎性 漏 濁 ラ認 ム ル外

ニハ異 歌 ナ 久 其後 経 過 良好 ニ シテ翌 年7月 第

3同 「レ ン トゲ ン」検 査 二於 テ・・肺 野 ハ著 シク明

朗 ト成 ツタ、然 ル ニ 同年12月 第4同 「レン トゲ ン」

検 査 二於 テ ハ右IV肋 間 二示 指 頭 大 、不 規 則形 ノ

浸 潤 性 病 竈 現 ハ レ、 翌 年3月 下旬 更 二左 側1黒性

肋 膜 炎 テ登 シ、 同年 ・1,月「レ ン トゲ ン」検 査 二於

テハ右IV肋 間 ノ不 規則 形 小 浸 潤 ガ 檜 大 シ テ 完

全 ナ ル胡 桃 大 圓形 浸 潤 ト成 ツ タ.

抑 モ臨躰 的 ニ モ亦 「レ ン トゲ ン」學 的 ニ モ疾病 ノ

初 徴 ト認 メ ラ ル ・1黒性 肋 膜 炎 即 チ特 る剣生肋膜 炎

二於 テ、其 滲 出液 ノ吸 牧 セ ラル ・二從 テ、肺 二

1)Br乞uningundRedecker,Dieh乞matogeneLungentuberkulosedesErwachsenen・Leipzig,S・7S-123,

(1931).

2)K.Lydtin,KlinischeUntersuchungen廿berh5matogeneundbronchogeneFormenderLungentuber-

kulose,Leipzig,(1932).

3)H.Ulrici,Dieh乞matogeneLungentuberkulose,BeitLKI.Tbk.B.77,S.295,(1931).
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血 行 性 撒 布 穎 粒 ノ存 在 セル コ トガ漸 ク明瞭 トナ

ル場 合 、 或 ハ又 肋 膜 炎 二次 デ肺 二穎 粒 性 撒 布 病

竈 ノ綾 登 ス ル場 合 ノ少 ナ カ ラヌ コ ト拉 二肋 膜 炎

ガ厘 、他 ノ臓 器 ノ血 行性 結核 二前 羅 スル コ ト等

ノ事 實 二徴 シテ、 特 叢 性 肋膜 炎 テ血 行 性 成 立 ト

考 フル ゴ トハAssmann(1〕Lydtin,〔2)Ulrici(3)等

ノ諸 家 ガ悉 クー致 スル所 デ有 ツ テ、從 テ特 磯 性

肋 膜 炎 二績 登 スル 圓形 浸 潤'テ亦 血 行 性 成 立 ト認

ムル コ トモ是 等 諸家 ノ全 ク異 論 無 キ所 デ アル。

余 等 ノ特 磯 性 肋 膜 炎 二績 登 セ ル 圓形 浸 潤 例4モ

亦 同様 ノ理 由 二依 テ當然 血行 性 成 立 ト見 ル ベ キ

モ ハデ有 ル。

4、 孤 立 性 肺 結 核 二於 ケ ル圓形 浸潤

「レ ン トゲ ン」爲 眞 二於 テ慢 性 肺 結 核 ノ像 テ呈 ス

ル種 々 ナ ル病 型8例 テ弦 ニー括 シ久 其 中第1

同 「レ ン トゲ ン」爲 眞 二於 テ既 二圓形 浸 潤 ノ合 併

シ テヰ ル モ ノ5例 、経 過 ノ途 中 二於 テ圓形 浸 潤

ノ出 現 セ ル モ ノ3例 デ アル、試 ミニ其 病 型 テ匠 別

ス レバ 前者 ハ・後 肋 膜 炎 性 繊 維 乾酪 性結 核(T.

fibrocaseosapostpleuritica)2例 、 確 定 的 繊 維

乾 酪 性 結核(T.fibrocaseosacon丘rmata)2例 、

及 ビ 超 過 雨 側 化性 肺 上 葉 炎(Lobitesup6ri-

euredroited6passeetdebilateralisation)1

例 、後 者 ハ亦 、 超過 雨1則化性 肺 上葉 炎2例 、 確

定 的 繊 維 乾酪 性 結 核1例 デ、 何 レモ 皆喀 疾 中結

核 菌 陽 性 デ有 ル、其 中繊 維 乾酪 性 結 核 二於 テハ・

3例 悉 ク室 洞 ガ謹 明 セ ラ レ、他 ノ5例 ハ・「レン ト

ゲ ン」 學 的 ニ ハ室 洞 ノ所 在不 明 ナ レ ドモ喀 疾 中

二結 核 菌 陽 性 ナ ル鮎 ヨ リ見 テ室 洞 ノ存 在 ハ 想像

シ得 ラルベ キ デ アル。

繊 維 乾 酪 性 結 核 及 ビ後 肋膜 炎性 繊維 乾酪 性 結 核

ノ・共 二Neumann(1)ノ 命 名 デ有 ツテ、確 定 的繊 維

乾 酪 性 結 核 ハ初 期 繊 維 乾 酪 性 結核 ヨ リ氣 管枝 播

種二依 テ雨肺二播種竈 テ生 ジタル病型 デ有ル、

而シテ初期繊維乾酪性結核ハ孤立性鎖骨下浸潤、

或ハ早期浸潤 二相當スル病型 矢 外因性、氣管

枝性成立 ト同氏ハ・考 ヘテヰル、叉後肋膜炎性繊

維乾酪性結核ハ繊維乾酪性結核 ノ初期 二於 テ同

側肋膜炎 ノ合併 スルゴトニ依テ成立 スル ト氏ハ

説明シテヰル、叉肺上葉炎ハ佛署Bernardet

Beythoux〔5)ノ 初 メテ記述 セルモノデ氏等ハ・軍

純性肺上葉炎ハ健康肺 二突如 トシテ起 リ來ル病

攣 ト考ヘテヰル、而 シテ輩純性肺上葉炎ガ葉間

間隙テ越 エテ下方 二進 メ バ超過性上葉炎トナ

リ、更 二氣管枝播種 二依テ反封側肺 二病竈 ラ生

ズ レバ雨側化性 トナルト設明 シテヰル。然 シ孤

立性肺結核成立二關スル現今 ノ見地 ヨリスレバ

〔レントゲン」像 ガ恰モNeumann氏 確定的繊

維乾酪性結核、拉 二後肋膜炎性綴維乾酪性結核

二相當スル孤立性肺結核 ノ大多数 ガ果シテ氣管

枝性成立 ノ病竈 ヨリ出登 セルヤ否ヤ・・甚ダ疑問

デアル、叉超過雨側化性肺上葉炎ガ時二血行性

型肺結核 ノ経過中ニモ成立 スルコトハ最近、松

岡(6〕ハ観察二於 テ疑 ナキ事實 デアルガ故二以上

ノ如キ病型 ハ「レントゲン」ノ現症像 ノミニ依テ

其成因テ判断 スルゴ トハ全 ク不可能 デアル、然

シ是等病型 ノ大多数 ガ孤立性肺結核 二属 スルコ

トハー般二認メラル ・所 デ有 ル ト同時 ニー般孤

立性肺結核 二於 ケル病勢 曾進 ハ專 ラ氣管枝性躍

進 二依テ行 ハル ・コトノ、、最近 二於 ケル臨躰結

核病學 ノー定設 デ有 ル。

余等 ノ8例 中経過 ノ判明セル3例 二於 テ、超過

雨側化性上葉炎 ノ2例 ハ其経過中二反封側肺上

牛二2-3ノ 不規則形斑黒胡犬病竈 ト共 二圓形浸潤

ノ覆生ガ謹明セラレ、又確定的繊維乾酪性結核

ノー例ハ経過 ノ途中二於 テ左肺中野 二鶏卵大室

1) H. Assmann,  Harnatogene Lungentuberkulose. Med,  Kl. Nr. 39, S. 1335, (1932). 
2) K. Lydtin, (1.  c). 
3) H. Ulrici, (1. c.) 
4) W. Neumann, Klinik der Tuberkuluose Erwachsener, Wien, S. 128  and 222, (1930). 
5) L. Bernard et L. Beythoux, La lobite  supirieure droite. Lokalisation de tuberculose  pulmonaire, 

  Revue de  la tuberculose, T. IV. No.  5. p. 471(1923).

6)松 岡、肺上葉炎成立 二關ス ル知 見補遺。結核第11巻 .第11號
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洞ヲ生 ジ、次 デ室洞 ノ周園二散在 セル不規則形

浸潤病竈 ノ1ガ 漸次檜大 シテ途 二圓形浸潤 テ形

成 スル ニ至 ツタノデ有 ル、夫 故 二是等3例 二於 ケ

ル 圓形 浸 潤 テ余 等 ハ氣 管 枝 成 立 ト見 ル ノデ アル。

IV・ 早期浸潤 卜一般浸潤性病竈 トル關係

早 期浸 潤 ナ ル語 テ以 テ表現 セ ラル ・一病 竈 ノ概

念 二就 テ、Assmannハ 鎖 骨 下外 側 二 偏 スル所

ラ好 獲 部 位 トス ル乾 酪 肺 炎性 圓 形 浸 潤 デ成 人 肺

結 核 ノ初 獲 病 竈 ト解 稗 シ、Redecker・ ・{獲生部 位

ハ必 要 條 件 デ ハ無 ク シテ健 康 肺 二生 ゼル病 竈 ノ

焦鮎 周 園 炎性 浸 潤 デ、 結 核 性 新 病竈 形 成 ト云 フ

ノガ必 要 條 件 デ アル ト主 張 シテ ヰ ル、 然 ラバ雨

者 ノ見解 二於 ケ ル 主要 ナ ル相 違 ハ、 一 方 ガ之 テ

乾 酪肺 炎 性病 竈 ト見 ル コ トニ封 シテ他 ハ焦 貼 周

園 炎性 浸 潤 ト爲 ス所 二存 スル ノデ有 ツテ、「レ ン ト

ゲ ン」學 的 ニ ハ大 多数 ガー 様ZF等 ノ圓 形 陰影 テ

呈 シ、 且 ツ成 人 肺結 核 ノ初 嚢 病 竈 ト認 ム ル貼 ハ

雨 者 全 ク同 一 デ ア ル、然 シ余 等 ガ今 同 ノ検 査 二

徴 ス レバ 「レ ン トゲ ン」ノ現 症 像 二於 テハ・恰 モ健

康 肺 二新 生 セ ル圓形 浸潤 ノ如 ク ニ シテ、 實 際 ニ

ハ之 ガ陳 薔病 竈 ノ再 燃 、或 ハ血 行 性 休 止型 ノ上

二畿 生 セ ル、後 躍 進 性 浸 潤 ナ ル コ トガ明 カ ニ詮

明 セ ラル ・場 合 ノ少 カ ラザ ル コ トハ疑 ナ キ事 實

デ アル、 從 テ臨 林 實 際 二當 テAssmann,Rede-

cker等 ノ意 味 二於 ケ ル 早 期 浸 潤 ノ診 断 ハ甚 ダ

確 實 性 ノ乏 シ イモ ノ ト云 ハ ザ ル ラ得 ナ ィ、 又 形

態 的 見地 二於 テBrsuningundRedeckerハ ・元

來氣 管 枝 性 成 立 ナ ル早 期 浸 潤 ハ、 其 「レ ン トゲ

ン」像 ガ、一 様 卒 等 ノ圓形 陰 影 テ呈 シ、 之 一反 シ

テ血行 性 成 立 ノ後 躍 進 性 浸 潤 ハ多 クハ不規 則形

又 ハ雲 状 疎 開 ノ陰 影 デ アル ト云 フ、然 シ早期 浸

潤 ノ血行 性 成 立 ノ可 能 性 二就 テ ハ前 章 列 塞 ノ文

献 拉 二余 等 ノ検 査 二徴 シテ明 白 ナ ル ノ ミ ナ ラ

ズ、 其形 態 二於 テ モ、 肺 上 葉 炎 ノ如 キ扇 形 病竈

ガ 亦 早期 浸 潤 二届 スル コ トノ・既 二Assmann〔1)

ノ示 指 セル所 デ アル、 叉不 規 則 形 ノ後 躍 進 性 浸

潤 、拉 二氣 管 枝 播 種 ニ ヨル浸 潤 性病 竈 ガ経 過 ノ

途 中 二於 テ圓形 二攣 化 スル コ トハ・余 等 ガ今 同 ノ

検 査 二依 テ立 謹 セ ラル ・所 デ有 ツテ、結 局 圓形 浸

潤 トハ、 種 々 ナ ル浸潤 性病 竈 ガ経 過 ノi途中 二於

テ、 時 二現 出 スル形 態 的 一攣 化 二過 ギナ イモ ノ

デ有 ル、從 テ其形 ガ圓形 ナルト不 規 則 ナ ル トニ依

テ之 二特 殊 ノ意 義 ラ與 へ 或 ハ成 因 的匠 別 テ想

像 ス ル如 キハ、全 ク根 檬 無 キ モ ノ ト考 ヘ ラ レル。

以 上論 ジ來 レル所 ラー括 ス レバ 、早 期 浸 潤 二於

テ、 其 嚢 生部 位 ハ 必要 條 件 デ 無 ク、 「レ ン トゲ

ン」像 ガ圓形 ナ ル コ トモ亦 必要 條 件 デハ ナ イ、而

シテ又 健 康 肺 二登 生 セル新 病 竈 形 成 ナ ルレコ トノ

臨 躰 實 際 的確 診 ハ殆 ン ド不 可 能 二属 シ、 加 之 、

早 期 浸 潤 ノ血行 性 成立 ノ可 能 性 ガ充 分 想 像 シ得

ラル ・ト云 フ ノデ有 ツテ、若 シRedeckerノ 與 ヘ

タル早 期 浸 潤 ノ概 念 中 ヨ リ、 以 上 ノ條 件 テ控 除

ス レバ 、残 ル所 ハ唯 焦 鮎 周 園 炎性 浸 潤 ト云 フ コ

トノ ミデ アル、 由是観 之 早期 浸 潤 ト其 他 ノ焦 鮎

周 園 炎性 浸 潤 ト ノ匠 別 ハ、 浸潤 自身 ノ本 態 的相

違 デ ハ無 クシ テ、 軍 二浸潤 以外 ノ肺 ノ歌 況 二關

係 ス ル ト云 フ コ トニ蹄 着 スル ノデ アル、夫 故 二、

臨 沐 實 際 的 ニ ハ・、 早 期 浸 潤 ハv.Rombergノ

如 ク廣 義 二解 シテ、 之 ガ果 シテ結 核 性 新 病竈 ナ

ル カ或 ハ陳 蕉病 竈 ノ再 燃 、 若 シ クハ・後 躍 進 性 浸

潤 ナ ル カ テ問 ハ ズ、 又 其 成 立 ガ血 行 性 ナ ル ト氣

管 枝 性 ナ ル トニ論 ナ ク、 悉 ク是 等 テ網 羅 シテ、

唯 浸 潤 以 外 ニ ハ 「レ ン トゲ ン」學 的 二肺 二明 カ ナ

ル結 核 病 竈 テ認 メナ ィ コ トテ條 件 トスル ノ ガ至

當 デ有 ル ト余 等 ハ考 ヘ ル。 加 之 余等 ノ例 二於 ケ

ル早 期 浸 潤 中、経 過 ノ判 明 セル モ ノ22例 有 ツテ

其 中僅 ヵ二3例 テ除 イテ、 他 ハ悉 ク経 過 良 好 デ

有 ル。 之 レ即 チ廣 義 二於 ケ ル早期 浸潤 ガ尚 ホ治

療 ノ好 時機 タルbト テ示 スモ ノデ有 ツ テ、實 二

治 療 敷 果 ノ見地 ヨ リスル モ早 期 浸 潤 デ廣 義 二解

ス ル コ トノ鋏 鮎 テ見 出 シ得 ナ ィ ノデ アル。

1) Assmann,  Friihinfiltrat, Erg. ges. Tuberkulose forsch. I. S. 136.  (1930).
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最 近 且errnheiser〔1)ガ 早 期 浸 潤 ノ圓形 構 成 ノ理

由 トシテ謹 明 ス ル所 ニヨ レバ、肺 小 葉 内 二浸 潤 性

病 竈 ガ生 ジ タ時 二浸 潤 ハ周 園 二向 ツ テ決 シ テ均

等 二接 大 スル モ ル ノ デハ無 イ故 二、 病 竈 ガ小 葉

ノ容 積 ヨ リ小 ナ ル間 ハ其 「レ ン トゲ ン」像 ハ限 界

鮮 明 ナ ラザ ル不 規 則 形 ラ呈 シ、 病 攣 若 シ進 行 シ

テ小 葉 内 二充 満 シ、 浸 潤 ガ充 分 二小 葉 隔 壁 迄 達

ス レバ、 「レン トゲ ン」像 ハ小 葉 ノ形 二從 テ多 角

形 二現 ハ ル ベ キ筈 デ アル、然 シ此 際、小 葉 内 ノ浸

潤 バー 面 外 部 組 織 カ ラ歴 迫 セ ラ レ、 一 面 又 浸 潤

自身 ガ外 部 二 向 テ膨 脹 スル爲 メ=iSl二 圓形 ヲ構

成 スル ニ至 ル、 若 シ又 此 ノ如 キ病 竈 ガ結 締 織 二

依 テ包 園 セ ラル ・場 合 ニ ハ其 結締 織 嚢 ノ有 スル

牧 縮 性 ノ爲 メニ圓 形構 成 ハ盆 支容 易 トナ リ且ツ

永 ク其 形 態 テ保 持 スル コ トニ ナ ル、若 シ又 炎 衝

ガ小 葉 隔 壁 テ超 エ テ隣 接 小 葉 二移行 ス レバ其 形

獣 、 不 規 則 トナ ル コ トハ素 ヨ リ當然 デ アル ト云

フ ノデ有 ッ テ、 此設 明 二從 ヘ バ余 等 ガ今 同 ノ検

査 二於 テ見 ル如 キ不 規 則 形 浸潤 性病 竈 ガ檜大 又

ハ縮 小 スル ニ從 テ圓形 二攣 ジ、 叉 一 旦 形 成 セ ラ

レ タル、 圓 形浸 潤 ガ治 癒 スル ニ當 ッ テ、 屡 ≧陰

影 稀 薄 且 ツ小 トナ リ同 時 二不 規 則 形 テ呈 スル モ

ノ ァル コ トハ怪 ム ニ足 ラナ イ所 デ アル。

Ve総 括

以上記述 シ來 レル所 テ総括 スレバ次 ノ如 クデア

ルレ0

1)余 等 ノ今 同 ノ検 査 二於 テ圓形 浸 潤 所 有 者 ハ

146例 、 浸 潤 徳 撒]89個 ニ シ テ、 浸 潤 所 在 ハ肺

上野108、 中野75、 下野11、 デ左 右所 有 数 ノ差

ハ 各 肺 野 ラ通 ジテ右側 僅 カ ニ優 勢 テ示 スニ過 ギ

ナ ィ。斯 ノ如 ク肺 上 野 ガ圓形 浸潤 ノ好 褒 部 位 タ

ル コ トハ偶 々先 輩 諸 家 ノ早期 浸潤 登 生 部 位 二 關

ス ル統 計 ト全 クー 致 ス ル。

2)大 形 浸 潤 ハ上 野 二少 ク シテ却 テ中 野 二著 ク

多 イ。 之 ハ恰 モ再 感竈 ガ肺 尖 ヨ リ下 方 二向 フニ

從 テ大 サ ラ増 ス ト云 フ病 理 解 剖學 的観 察 トー脈

相 通 ヅ ル如 キ観 ガ ア ル。

3)「 レン トゲ ン」學 的 二圓 形 浸潤 以外 一ハ肺 二

結 核 性 病 竈 ヲ認 メザ ル モ ノテ余等 ハ早期 浸 潤 ト

シテ41例 テ得 タ。 然 シ此 浸 潤 登 生 以 前 二 健 康

肺 タル コ トラ 「レン トゲ ン」學 的 二立 謹 サ レタモ

ノハー 例 モ ナ ク、 且.ツ「レ ン トゲ ン」ノ現 症 豫 二

於 テ ・・恰 モRedeckerノ 意 味 二於 ケル早 期 浸 潤

ハ如 クニ シテ實 際 ニ ハ陳 薔 病竈 ノ雨 燃 或 ハ後 躍

進 性 浸 潤 ナ ル コ トガ明 カ ニ謹 明 セ ラル ・モ ノガ

全 部 テ通 ジテ7例 アル。 夫 故 二臨 躰 實 際 二當 テ

Assmann,Redecker等 ノ意 味 二於 ケル早 期 浸

潤 ノ診 断 ハ甚 ダ確 實 性 ノ乏 イ モ ノ ト云 ハ ザ ル テ

得ナィ。

4)先 輩諸 家 ノ読 ノ如 ク圓形浸潤 ガ氣管枝性ニ

モ血行性ニモ成立 スコトハ余等 ノ「レントゲン、

セー リエン」 二依 テモ明カニ謹明スルコトガ出

來 ル。

5)浸 潤 ノ形態 二依 テ之 二特殊 ノ意義 テ與へ或

ハ其成因二差別 テ想像 スル如 キハ全 ク根採無 キ

憶測二過 ギナィ。 且ツ早期浸潤 トー般圓形浸潤

乃至種々ナル浸潤性不規則形病竈 トハ匠別ハ浸

潤 自身 ノ本態的相違 デハ無 クシテ軍二浸潤以外

ノ肺 ノ歌態二關スル差別 二過 ギナィ。

6)余 等 ノ経験 二徴 スレバ以上ノ如 キ廣義二於

ケル早期浸潤 二於 テモ経過ハ頗ル良好 デァル。

之即チ此 ノ如キ病型ガ亦治療 ノ好時機 タルコト

テ示 スモ ノデアツテ、實 二治療数果 ノ見地 ヨリ

スルモ早期浸潤二封 スル廣義 ノ解繹ハ恐 ラク不

都合ナキモ ノト考 ヘラレル。

7)血 行型肺結核 二圓形浸潤 ノ合併 セルモノ93

例 ト特叢性肋膜炎二績蟻 セル圓形浸潤4例 トテ

加 フレバ血行性成立97例 トナ リ全症例 ノ2/3

テ占ム。然 シ其中18例 ハ室洞著明、從 テ圓形浸

潤 ノ氣管枝性成立モ考 フベキ飴地アルガ故二統

計 ヨリ排除 スルモ其血行性成立ハ爾優二全症例

ノ過牛撒 テ示 シテ居ル。

1) G. Herrnheiser,  Friihdiagnostik der Tuberkulose von  rontgenologischen Standpunkt  aus: 1.  Morpha-
  logie  and Morphogenese des  Friihherdschattens. Beitr.  K1. Tbk. B. 81, S. 720,  (1932).



例1 A
ε23才

a `/XIレ ー193

右Vl肋 間外側 臼小 園形 浸潤

L `/X-1929

圓形浸潤消失 肺野明朗

C 11/VI-193(,

右VレV肋 間 二時 ・レ鶏 卵大 固形浸潤

≠∫舳下野一精 々潤濁

d it/II-1931

固形浸潤消失 肺野再 ビ明朗



例z B 24才

a 29/VI_1925

雨肺紋理 相 々増 加P(健 康 卜診断 ス)

ナ
4/lv 一 】931

右肺粟粒性撒布病竃 右肺門部鶏卵大室洞

C 3/H-1932

察洞消失 雨肺明朗

右 ト縦隔窃肋膜肥厚

d 711 -1!)$:3

右腕粟粒性撒布病竃.再現

右鎖骨 下栂指頭大固形浸潤



例3 c

26/1、, _]926

両腕中、下部肋膜炎性漏湖

南肺粟粒性撒布病竃

b

230才

27〆VIII_1926

雨肺 中、 下部梱 濁消 失

雨肺撒 布顯粒盆i々明瞭 トナノv

C 2　,/V一]927

雨 跡殊 二右側撒布顎位増 加

六m一 、1肋間 二時 ノレ鶏 卵大固 形浸 潤

1く 16XI-1927

固形浸潤 ハ軽度 ・漏 濁 ヲ残 シテ消 失

雨肺撒 布顎位盆i々増 加



1列4 D 1J才

a 2エ 、「一193(♪

左肺上半慢性網状淋 巴管炎

左1肋 間鶏卵大室洞

」 4 、1v_111:II

左腕全前、右脚上、中部血行性粟粒撒

布病竃

ぐ 4・IV-1932

雨姉上 、中野撒 布頼粒増 加

云1肋 間牢 洞 ノ位置 二固形浸潤 ヲ生 ズ

1{ )1
～

㌦

両肘撒布瓢粒著ク減少、左鎖骨下室洞再現

右1肋 間 二示指頭夫本洞新生



a

例5 E

]2・Xi ～192了

雨肺粟粒性撒布病型、左肺殊 二著明

U ユ比VI -11,28

27才

両腕撒 布顯粒 著 ク減少、左鎖骨 下 二不

規 則形浸潤 現ノソレ

C 29/V-1929

南側肺野益 々明朗a左 鎖骨 下浸潤限 局性

ト.L'7/

d ・,
「Iu一 一19:{O

両側 肺野 更 二明朗 、左鎖骨 下浸潤 ノ・室 型

苗r昌1拓 タム封f見『1.斗 一rレ



例6 F

a 9/]X -1931

雨肺粟粒性 撒布病型 右 腕殊 二撒 布濃厚

右ln、 左 皿肋 間_一 粒 集團 アリ

C 27/Xl-1931

両側肺野粘 々明 朗 トナ リ、左 皿肋間 ノ
ロ所Ll・」ゴ番狂 庸1ス ノ「目1耳4℃.斗 ・ ル

2i.才

,1
1X_1!1:1

両肘撒布頼粒減少

集園固形iナ ル

d 7 、V-1932

有 田肋 間 ノ頼粒

両 側 肺 野 大 三 明 朗 トナ リ

前 言Pl自1形洋 湘 ノ、1;艮黒 縁 右 牢ii鉄




